
令和　３年１０月 水産おおいた 第１３４号

　
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
は
７
日

、
定

例
記
者
会
見
で

「
６
年
度
に
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
開
催
す
る
た
め

、

月
内
に
も
大
会
推
進
委
員
会
に
申
請
す

る

」
と
表
明
し
た

。
昭
和
５
６
年
度
の

第
１
回
大
会
を
旧
鶴
見
町
で
開
催
し
て

以
来

、
２
巡
目
の
開
催
と
な
る

。

　
こ
の
大
会
は

、
国
民
体
育
大
会

、
全

国
植
樹
祭

、
国
民
文
化
祭
と
と
も
に
天

皇
皇
后
両
陛
下
が
例
年
ご
臨
席
さ
れ
る

地
方
行
幸
啓
の
一
つ

。
つ
く
り
育
て
る

漁
業
の
推
進
を
通
じ

、
我
が
国
漁
業
の

振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

（1）

http://www.jf-oita.or.jp/

供
給
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か

ら

、
本
県
も
赤
潮
発
生
等
の
リ

ス
ク
に
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら

場
所
や
時
期
を
選
定
し

、
関
係

漁
業
者
等
の
合
意
の
も
と
適
切

に
対
応
す
る
よ
う
要
望

。
併
せ

て

、
国
と
県
の
責
務
と
し
て
規

定
さ
れ
る

、
海
洋
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
ご
み
を
含
む
漂
流
ご
み
等
の

発
生
抑
制
に
つ
い
て
は

、
早
期

に
実
効
性
の
あ
る
取
組
を
開
始

す
る
よ
う
要
望
し
た

。

　
ま
た

、

「
養
殖
業
の
成
長
産

業
化

」
に
つ
い
て
は

、
国
は
昨

年
１
２
月
に

「
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
拡
大
戦
略

」
を
策

定
し
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
型
の
輸

出
重
点
２
７
品
目
の
う
ち
水
産

物
は
ブ
リ
類
を
含
む
４
品
目
が

⑪
漁
業
就
業
者
対
策

（
国
政
・
継

続

）

⑫
新
規
格
漁
業
無
線
機
へ
の
移

行

（
国
政
・
継
続

）

　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　
こ
の
内

、
新
規
要
望
項
目
で

あ
る

「
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内

海
の
実
現

」
に
つ
い
て
は

、
本

年
６
月

、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全

特
別
措
置
法
改
正
法
が
成
立
し

各
県
が
策
定
す
る
計
画
に
基
づ

き

、
特
定
海
域
へ
の
栄
養
塩
類

対
象
と
な
り

、
ブ
リ
類
の
輸
出

額
を
倍
増
す
る
計
画
が
掲
げ
ら

れ
た

。
こ
の
中
で
本
県
は
ブ
リ

類
の
輸
出
産
地
に
指
定
さ
れ

、

県
漁
協
は
実
施
主
体
の
事
業
者

と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

、
産

地
加
工
施
設
の
整
備
に
向
け
調

査
を
行

っ
て
い
る

。
こ
の
よ
う

な
中

、
本
年
度
漁
期
に
モ
ジ
ャ

コ
が
大
不
漁
で
あ

っ
た
結
果
を

全国豊かな海づくり大会

日本一の生産量を
誇ったこともある豊
前海のアサリ漁

漁船漁業も低迷が続く

歴史的な不漁となっ
た今期のモジャコ
養殖生産量の減少
に直結する

全国第２位の生産量を揚げる本県のブリ養殖業
輸出産地として加工施設の整備・拡充が望まれる

※ Global Farmers / Fishermen / Foresters / Food Manufacturers Project
農林水産省が推進する日本の農林水産物の輸出プロジェクト

豊かな瀬戸内海の実現
養殖業の成長産業化を
令和４年度の政策と予算を要望

ＪＦ大分

　大分県漁業関係団体漁政推進本部（中根隆文代表）
は２日、大分県議会において自民党大分県連に対し令
和４年度の国・県の政策と予算確保を要望した。
　内容は九州・山口地区の漁連、漁協の共通の要望に
県漁協の独自の要望を加えた以下の１２項目。

令
和
６
年
度
の
招
致
を
表
明

 

大
分
県

発行元
大分県漁協

①
コ
ロ
ナ
渦
に
対
応
し
た
漁
業

者
及
び
産
地
市
場
・
漁
協
へ
の

支
援
対
策

（
国
政
・
県
政
・
継
続

）

②
改
正
漁
業
法
等
へ
の
適
切
な

対
応

（
国
政
・
継
続

）

③
栽
培
漁
業
の
推
進

（
国
政
・
継

続

）

④
浜
の
活
力
再
生
・
成
長
促
進

交
付
金
の
確
保

(

国
政
・
継
続

）

⑤
漁
業
用
軽
油
引
取
税
の
免
税

措
置
の
恒
久
化

（
国
政
・
継
続

）

⑥
赤
潮
対
策

（
県
政
・
継
続

）

⑦
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
の

実
現

（
国
政
・
県
政
・
新
規

）

⑧
漁
場
保
全
事
業
の
推
進

（
国

政
・
継
続

）

⑨
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出

（
国
政
・
新
規

）

⑩
養
殖
業
の
成
長
産
業
化

（
国

政
・
県
政
・
新
規

）

踏
ま
え

、

「
養
殖
用
ブ
リ
種
苗

の
安
定
確
保

」
と
し
て
広
域
で

の
採
捕
を
可
能
と
す
る
漁
業
制

度
の
見
直
し
と

、
人
工
種
苗
生

産
技
術
の
早
期
開
発
と
量
産
供

給
施
設
の
整
備
を
要
望

。
併
せ

て

、

「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
※

産
地
加
工
施

設
の
整
備

」
と
し
て

、
時
宜
を

得
た
事
業
の
優
先
採
択
や
予
算

確
保
を
行
う
よ
う
要
望
し
た

。

て

、
毎
年
各
都
道
府
県
で
開
催

さ
れ
て
い
る

。

　
県
漁
協
は
本
年
度
の
通
常
総

会
で

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
の
招
致
を
求
め
る
特
別
決

議

」
を
採
択
し

、
７
月
７
日
に

は
中
根
組
合
長
が
広
瀬
知
事
に

２
巡
目
開
催
を
要
望
し
て
い
た

（
第
１
３
２
号
参
照

）
。

　
本
年
度
は

、
コ
ロ
ナ
禍
で
１

年
延
期
し
た
第
４
０
回
大
会
が

１
０
月
３
日
に
宮
城
県
で

、
令

和
４
年
度
は
兵
庫
県
で

、
５
年

度
は
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
ま

っ
て
い
る

。

第１回大会の記念ペナント
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各
事
業
委
員
会
・
研
修
会
・
第
６
回
理
事
会
を
開
催

館
に
お
い
て
令
和
３
年
度
の
定

時
総
会
を
開
催
し
た

。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め

、
会
員
に
は
委
任
状
の

提
出
を
推
奨
し

、
少
人
数
で
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
開
催

と
な

っ
た

。

　
冒
頭

、
藤
本
昭
夫
会
長
は

、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
等
で
本
県
の
水
産
業

は
引
き
続
き

、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る

。
こ
の
よ
う
な
中

昨
年
末
に
は
改
正
漁
業
法
が
施

行
さ
れ

、
水
産
改
革
が
名
実
と

も
に
ス
タ
ー
ト
し
た

。
ま
た

、

本
年
度
末
に
は
次
期
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
る

予
定
と
な

っ
て
い
る

。
こ
の
次

期
計
画
と
も
連
動
し

、
生
産
基

盤
で
あ
る
漁
港
漁
場
の
整
備
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

。
県

市
町
村

、
漁
協
そ
し
て
全
国
協

会
と
連
携
を
密
に
し
て

、
必
要

な
予
算
の
確
保
等
に
努
め
て
い

く

。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い

。

」
と
主
催
者
挨
拶
を

行

っ
た

。

　
景
平
真
明
県
農
林
水
産
部
審

議
監
の
祝
辞

、
橋
本
牧
全
国
漁

港
漁
場
協
会
会
長
の
祝
辞
披
露

の
後

、
別
府
地
区
漁
港
漁
場
整

備
協
力
会
の
豊
島
功
会
長
を
議

長
に
選
出
し
議
事
に
入

っ
た

。

　
第
１
号
議
案

「
令
和
２
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
承

認
に
つ
い
て

」
、
第
２
号
議
案

「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算

(

案

)

並
び
に
会
費

(

案

)

の
承
認
に
つ
い
て

」
、

第
３
号
議
案

「
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

」
等

全
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た

。

　
次
い
で
新
役
員
に
よ
る
総
会

内
理
事
会
が
開
催
さ
れ

、
会
長

に
藤
本
昭
夫
姫
島
村
長

、
副
会

長
に
田
中
利
明
佐
伯
市
長

、
専

務
理
事
に
岡
田
敏
弘
協
会
事
務

局
長
を
再
任
し
た

。
ま
た

、
中

根
隆
文
県
漁
協
組
合
長
が
新
た

に
副
会
長
に
選
定
さ
れ
た

。

知事許可漁業の制限措置・申請期間・有効期間に異議なし

第２２期 第４回 大分海区漁業調整委員会

　６日、県水産会館５階研修室において、第４回大分海区漁業調
整委員会が開催された。
　第１号議案「知事許可漁業の制限措置及び申請期間並びに許
可の有効期間について」知事は委員会の意見を求めた。

（2）

に
つ
い
て
紹
介
し
た

。

　
第
６
回
理
事
会
で
は
第
１
号

議
案

「
組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て

」
を
承
認
し
た

。
な
お

、
係

船
を
目
的
に
准
組
合
員
加
入
す

る
者
が
増
え
て
い
る
状
況
を
危

惧
す
る
意
見
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え

、
准
組
合
員
の
資
格
に
つ

い
て
改
め
て
説
明

。
准
組
合
員

へ
の
加
入
を
希
望
す
る
者
に
は

「
漁
民

」
と
し
て
漁
業
を
営
む

意
志
が
あ
る
の
か
等
を
確
認
し

各
地
区
で
加
入
の
是
非
を
判
断

し

、
そ
の
結
果
を
理
事
会
に
諮

る
こ
と

。
こ
の
従
前
の
方
法
に

異
論
が
あ
れ
ば

、
各
海
区
で
検

討
す
る
よ
う
依
頼
し
た

。

 
こ
の
ほ
か

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

、
役

職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

、

各
地
区
ご
と
の
影
響
調
査
結
果

を
報
告
し
た

。

　
一
般
社
団
法
人
大
分
県
漁
港

漁
場
協
会
は
３
日

、
県
水
産
会 県漁港漁場協会定時総会

藤本会長を再任

　
１
７
日

、
販
売
・
信
用
の
各

委
員
会
の
初
会
合

、
農
林
中
央

金
庫
に
よ
る
役
員
研
修
及
び
第

６
回
理
事
会
を
開
催
し
た

。

　
販
売
委
員
会
で
は

、
Ｇ
Ｆ
Ｐ

産
地
加
工
施
設
の
整
備
に
向
け

た
作
業
部
会
で
の
検
討
の
経
緯

と
基
礎
調
査
結
果
を
報
告

。
委

員
外
の
理
事
も
同
席
し
て
情
報

を
共
有
し
た

。
委
員
長
に
は
戸

高
理
事
を
互
選
し
た

。
ま
た

、

信
用
委
員
会
で
は

、
鳴
海
理
事

を
委
員
長
に
選
任
し
た
後

、
佐

伯
魚
市
に
対
す
る
融
資

、
リ
ス

ク
管
理
債
権
の
状
況
に
つ
い
て

協
議
し
た

。
な
お

、
購
買
委
員

会
は
後
日
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
た

。

　
役
員
研
修
会
は

、
信
用
事
業

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
目
的

で
開
催

。
農
林
中
央
金
庫
福
岡

支
店
の
斎
藤
隆
副
支
店
長
ら
が

「
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
の
ご
紹

介

」
と
し
て

、
組
織

、
業
務

、

運
営
等
に
つ
い
て
説
明

。
自
己

資
本
比
率
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
遵
守
の
重
要
性
を
強
調

。
ま

た

、
金
庫
の
役
割
と
経
営
体
制講演する斎藤副支店長

　
対
象
と
な
る
漁
業
と
背
景
は

、
小
型
機

船
底
び
き
網
漁
業
手
繰
第
２
種
こ
ぎ
網
漁

業
及
び
い
ぼ
だ
い
建
網
漁
業
に
つ
い
て
は

漁
業
者
か
ら
の
要
望
に
伴
い

、
棒
受
け
網

漁
業

、
刺
し
網
漁
業

、
ふ
ぐ
は
え
縄
漁
業

（
山
口
県
漁
業
者

）
及
び
ふ
ぐ
は
え
縄
漁

業

（
宮
崎
県
漁
業
者

）
に
つ
い
て
は
許
可

の
有
効
期
限
満
了
に
伴
い

、
小
型
機
船
底

び
き
網
漁
業
手
繰
第
３
種
貝
け
た
網
漁
業

に
つ
い
て
は
周
防
灘
３
県
連
調
委
に
お
け

る
承
認
に
伴
い

、
海
区
委
の
意
見
を
聴
き

公
示
さ
れ
る

。
全
て
異
議
の
な
い
旨
答
申

す
る
こ
と
に
決
し
た

。
な
お

、
公
示
の
方

法
は
こ
れ
ま
で
の
県
報
登
載
か
ら
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
変
更
予
定
と
の
説

明
が
あ

っ
た

。

　
ま
た

、
そ
の
他
と
し
て

、
令
和
３
年
度

連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
開
催
状
況

及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ

た

。
開
催
状
況
の
概
要
は
次
の
と
お
り

。

・
８
月
３
１
日

、
県
南
部
振
興

局
に
お
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

・
大
分
海
区
か
ら
疋
田

、
山
本

濱
田

、
森
﨑
及
び
本
庄
の
５
名

の
委
員
が
出
席

・
本
庄
委
員
を
会
長
に
選
任

・
ま
き
網
漁
業
の
相
互
入
会
に

関
す
る
協
定
の
更
新
等
の
議
案

を
承
認

・
８
月
２
日

、
県
水
産
会
館
に

お
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

・
大
分
海
区
か
ら
阿
部
貴
史

、

藤
本

、
齋
藤

、
渡
邉
及
び
本
庄

の
５
名
の
委
員
が
出
席

・
本
庄
委
員
を
会
長
に
選
任

・
周
防
灘
三
県
漁
業
協
定
書
の

更
新
等
の
議
案
を
承
認

大
分
・
宮
崎
連
合
海
区

周
防
灘
３
県
連
合
海
区
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漁港内で中間育成中の種苗

ポリエステル製不織布

クレモナ糸の種糸

ビニロン製ロープ

潮間帯で養生中の収穫済ロープ

　
８
日

、
県
議
会
第
３
回
定
例
会
が
開
会
し
た

。
１
４
日

に
代
表
質
問

、
１
５
日
か
ら
１
７
日
の
３
日
間
に
一
般
質

問
及
び
質
疑
が
行
わ
れ
た

。
一
般
質
問
で
は

、
志
士
の
会

の
末
宗
秀
雄
氏

（
宇
佐
市

）
は
コ
ロ
ナ
禍
の
農
林
水
産
業

戦
略
に
つ
い
て

、
自
由
民
主
党
の
今
吉
次
郎
氏

（
中
津
市

）
は
陸
上
養
殖
の
振
興
に
つ
い
て
質
し
た

。

　
昨
年
度
は

、
養
殖
ロ
ー
プ
７

４
ｍ
相
当
の
現
地
養
殖
試
験
を

行
い
ま
し
た
が

、
種
苗

（
１
１

月
時
点
で
主
枝
長
４
・
８
～

８
・
６
㎜

）
が
小
さ
く
泥
に
覆

わ
れ
て
収
穫
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た

。
こ
の
た
め

、
本
年
度
は

昨
年
よ
り
も
４
か
月
早
く
漁
港

内
で
の
中
間
育
成
を
開
始
し

、

種
苗
の
生
長
促
進
を
図

っ
て
い

ま
す

。
こ
れ
ま
で
に

、
ロ
ー
プ

種
糸

、
不
織
布
の
３
つ
の
基
質

を
用
い
て
２
１
万
本
の
種
苗

（

８
月
時
点
で
主
枝
長
０
・
８
～

２
・
２
㎜

）
が
で
き
て
お
り

、

１
１
月
に
は
種
苗
は
５
㎝
に
生

育
予
定
で
養
殖
ロ
ー
プ
１
８
６

ｍ
相
当
の
現
地
養
殖
試
験
を
行

う
予
定
で
す

。

　
こ
れ
に
加
え
て

、
収
穫
後
の

ヒ
ジ
キ
養
殖
ロ
ー
プ
の
再
利
用

化
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す

。
収
穫
後
の
ロ
ー
プ

に
は
ヒ
ジ
キ
の
根

っ
子
の
部
分

（
座

）
が
残

っ
て
お
り

、
こ
こ

か
ら
再
び
ヒ
ジ
キ
を
生
や
し
て

翌
年
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

。
本
年
度
は
座
か
ら
生
え

た
新
芽
ヒ
ジ
キ
８
１
１
２
本
が

括
着
し
た
ロ
ー
プ
２
７
６
ｍ
を

潮
間
帯
で
管
理
し

、
生
育
状
況

を
検
証
中
で
す

。
こ
の
ロ
ー
プ

も
１
１
月
か
ら
現
地
養
殖
試
験

を
開
始
す
る
予
定
で
す

。
天
然

の
ヒ
ジ
キ
も
こ
の
座
か
ら
毎
年

新
芽
が
生
え
て
き
ま
す
の
で

、

収
穫
時
や
種
苗
採
取
時
に
は

、

座
を
残
し
て
刈
り
取
る
こ
と
が

大
切
で
す

。

　
早
急
に
人
工
種
苗
の
量
産
化

技
術
を
確
立
し

、
漁
業
者
の
所

得
向
上
と
天
然
ヒ
ジ
キ
の
保
護

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す

。

（
担
当
・
入
江
研
究
員

）

　昨今、県内の漁船漁業は漁獲量の減少、燃油の高騰、高齢
化等の問題が生じています。そのような中、国産需要と健康
志向で単価が高騰しているヒジキが注目されており、県内６地
区では養殖も行われるようになりました。しかし、天然ヒジキを
養殖種苗に用いていることから、資源の減少や枯渇が危惧さ
れます。そこで、北部水産グループでは天然種苗に依存しな
い養殖技術の開発に向け、受精卵を用いた人工種苗の作出
に取り組んでいます。

水 研 だ よ り

ヒジキの人工種苗量産技術開発

ロープに括着した種苗

種糸に括着した種苗

不織布に括着した種苗

漁港内で中間育成中の種苗

収穫済ロープに括着している
ヒジキの新芽

（3）

【
質
問

】
末
宗
議
員

 
コ
ロ
ナ
禍
の
農
林
水
産
業
の

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

【
答
弁

】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

　
外
食
需
要
の
減
少
に
よ
り
養

殖
魚
等
の
単
価
が
低
迷
し
た
一

方

、
巣
ご
も
り
需
要
で
量
販
店

の
農
林
水
産
物
販
売
は
概
ね
好

調
で
あ
り

、
県
は
県
内
外
の
量

販
店
等
と
連
携
し

、
養
殖
ブ
リ

等
の
需
要
を
喚
起
し
て
消
費
拡

大
を
図

っ
た

。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
拡
大
し
た
ネ

ッ

ト
販
売
は
収
束
後
も
成
長
が
見

込
ま
れ
る
た
め

、
漁
協
等
が
参

加
す
る
研
究
会
で
県
産
食
材
を

用
い
た
家
庭
向
け
セ

ッ
ト
商
品

の
開
拓
を
進
る

。

　
今
後
も
販
路
の
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
化
を
一
層
進
め

、
マ
ー
ケ

ッ

ト
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
て
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
展
開

す
る

。

【
質
問

】
今
吉
議
員

　
新
し
い
陸
上
養
殖
に
研
究
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

【
答
弁

】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

　
県
南
の
ヒ
ラ
メ
養
殖
等
は

｢

か
け
流
し
式

｣

で
行
わ
れ

、
施

設
整
備
費
が
比
較
的
安
価
な
一

方

、
自
然
の
海
水
を
利
用
す
る

た
め
赤
潮
対
策
等
が
必
要

。

　
大
手
企
業
を
中
心
に
技
術
開

発
が
進
む

｢

閉
鎖
循
環
式

｣

は

立
地
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
反
面

高
度
な
飼
育
管
理
と
高
額
な
施

設
整
備
費
や
電
気
代
等
に
見
合

う
高
単
価
で
の
出
荷
が
必
要

。

　
県
は

「
か
け
流
し
式

」
養
殖

振
興
の
た
め
研
究

、
支
援
を
行

い

、

「
閉
鎖
循
環
式
｣

に
つ
い

て
は
情
報
を
収
集
し

、
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

。

【
再
質
問

】
今
吉
議
員

　
ハ
モ
の
陸
上
養
殖
に
向
け
研

究
・
開
発
を

【
答
弁

】
佐
藤
農
林
水
産
部
長

　
養
殖
魚
種
選
定
の
条
件
は

、

・
種
苗
が
入
手
し
や
す
い
こ
と

・
飼
育
期
間
が
短
い
こ
と
・
販

売
単
価
が
高
い
こ
と

。

　
ハ
モ
は
種
苗
の
採
取
や
人
工

生
産
が
困
難
で

、
販
売
サ
イ
ズ

の
６
０
０
ｇ
以
上
ま
で
約
６
年

か
か
り

、
取
扱
単
価
も
年
平
均

４
５
０
円
／
㎏
と
他
の
魚
種
に

比
べ
て
安
価
で

、
養
殖
に
は
不

向
き

。
県
は

、
小
型
魚
の
再
放

流
や
休
漁
な
ど
漁
業
者
の
自
主

的
な
取
組
を
促
し

、
資
源
の
維

持

、
増
大
を
図
る

。

県
議
会
第
３
回
定
例
会

 
水
産
関
係
質
問
の
要
旨
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編
集
後
記

隈
井
沙
織

【
姫
島
支
店

】
支
店
長
代
理

（

信
用
・
購
買
課
長

）
寺
下
嘉
彦

販
売
担
当
嘱
託

（
販
売
担
当

）

大
海
君
則

【
く
に
さ
き
支
店

】
販
売
・
購

買
・
製
氷
担
当
嘱
託

（
販
売
・

購
買
・
製
氷
担
当

）
仲
野
正
子

【
杵
築
支
店

】
購
買
担
当

（
購

買
担
当

）
小
岩
詞
朗

、
信
用
・

共
済
担
当
臨
時

（
新
規
採
用

）

中
根
茉
里
奈

、
販
売
担
当
臨
時

（
新
規
採
用

）
辻
本
一
弘

、
森

山
幸
二

【
佐
賀
関
支
店

】
販
売
課
休
職

（
販
売
課
長

）
大
本
益
生

【
臼
杵
支
店

】
支
店
長

（
総
務

課
長

）
匹
田
篤

、
信
用
課
係
長

（
業
務
課

）
相
澤
菜
央
美

、
総

務
係

（
市
場
・
総
務
係

）
平
川

鮮
で
美
味

、
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
あ

る
け
ど
多
彩
な
具
材
で
飽
き
さ

せ
な
い

。
魚
の
う
ま
い
佐
伯
で

も
屈
指
の
ウ
オ
メ
シ

。
お
値
段

も
お
手
頃
な
１
２
０
０
円

（
税

別

）
。
佐
伯
湾
を
眺
め
な
が
ら

塩
湯
で
汗
を
流
し

、
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
い
た
だ
き
た
い
と

こ
ろ
だ
が
・
・
出
張
途
中
で
は

無
理
だ

（
笑

）
。

ランド
９月は

人
事
異
動

（
１
０
月
１
日
付
等

）

【
本
店

】
▽
経
済
事
業
部
長
兼

中
津
支
店
長

（
経
済
事
業
部
長

兼
購
買
課
長

）
高
橋
正
興
▽
経

済
事
業
部
次
長
兼
購
買
課
長

（

内
部
検
査
室
次
長

）
島
崎
修
一

▽
内
部
検
査
室
検
査
員
嘱
託

（

総
務
部
経
営
管
理
課
嘱
託

）
松

田
義
人

【
本
店
・
豊
前
海

】
経
済
事
業

部
販
売
課

(

豊
前
海

)

専
門
員

（
中
津
支
店
長

）
柳
田
い
ず
み

【
中
津
支
店

】
指
導
・
販
売
課

長

（
指
導
・
販
売
担
当

）
林
智

洋

、
総
務
・
共
済
課
主
任

（
総

務
・
共
済
担
当

）
村
井
愛
実

、

担
当

（
復
職

）
藤
澤
了
代

【
香
々
地
支
店

】
販
売
・
購
買

・
会
計
担
当
臨
時

（
パ
ー
ト

）

　「県産魚の日」・・９月は第４金曜日の
２４日、「絶品 津久見フェスタ」を開
催。養マグロ、養ブリ、養ヒラメから天
然物ではマダイ、マアジ（津アジ）な
ど、津久見の豊富な魚種を販売した。
　お客様からは「ブリの身が綺麗」、
「新鮮な魚がたくさんあってすごい！」
などの声を頂いた。恒例となったガラ
ポン抽選会も好評だった。

（4）

　
心
に
残
る

「
ウ
オ
メ
シ

」
、

今
回
は
佐
伯
市
上
浦
の
超
人
気

ス
ポ

ッ
ト

「
塩
湯

」
の
登
場
！

　
平
日

、
昼
飯
時
を
は
ず
し
て

訪
問
し
て
も
満
員
で
寄
り
つ
け

ず

、
涙
を
の
ん
だ
こ
と
も
数
知

れ
ず

。
こ
れ
以
上
有
名
に
な
ら

な
い
よ
う

、
紹
介
は
差
し
控
え

よ
う
か
と
迷

っ
た
ほ
ど
だ

。

　
誰
か
が
満
面
の
笑
み
で
持

っ

て
い
る
の
は

「
海
鮮
丼

」
。
新

翔

、
専
門
員

（
支
店
長

）
吉
良

剛

、
相
談
員

（
信
用
課
長

）
古

川
和
哉

【
津
久
見
支
店

】
総
務
・
業
務

課
長

（
総
務
課
係
長

）
白
田
章

悟

、
総
務
課
主
任

（
総
務
課

）

小
野
美
紀

【
保
戸
島
支
店

】
支
店
長

（
庶

務
課
長

）
神
崎
公
宏

、
総
務
嘱

託

（
支
店
長

）
高
司
龍
二

【
上
浦
支
店

】
業
務
課
長

（
業

務
課
係
長

）
森
崎
計
治

【
鶴
見
支
店

】
総
務
課
長

（
総

務
課
係
長

）
平
川
孝
幸

、
信
用

融
資
課
長

（
信
用
資
金
課
係
長

）
磯
部
幸
二

、
販
売
１
課
長
兼

販
売
２
課
長

（
販
売
２
課
長

）

田
島
敏
明

、
販
売
１
課
長
補
佐

（
販
売
１
課
係
長

）
安
倍
秋
馬

販
売
２
課
長

（
販
売
２
課
係
長

）
大
崎
和
広

、
総
務
課
相
談
員

（
総
務
課
長

）
川
井
浩

【
上
入
津
支
店

】
総
務
・
共
済

課
長

（
総
務
・
共
済
課
係
長

）

坂
本
崇

、
購
買
課
長

（
購
買
課

係
長

）
冨
高
康
和

、
販
売
課
長

（
販
売
課
係
長

）
川
瀬
学
之

【
米
水
津
支
店

】
販
売
担
当
臨

時

（
新
規
採
用

）
汐
月
里
穂

、

川
野
晴
香

　
朝
晩
す

っ
か
り
涼
し
く
な

っ

た

。
酔

っ
た
勢
い
で
窓
を
開
け

て
寝
て
し
ま
う
と

、
風
邪
を
ひ

き
そ
う
だ

。

　
秋
の
虫
も
鳴
き
始
め
た
季
節

の
変
わ
り
目

。
コ
ロ
ナ
対
策
だ

け
で
な
く

、
体
調
管
理
に
も
気

を
つ
け
た
い

。

　
異
動
さ
れ
た
皆
さ
ん

、
新
し

い
職
場
や
ポ
ス
ト
で
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す

。

アジ刺も絶品

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


